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所管部局による今後の改善策 今後の改善策について 意見・提言

基本方針 現行どおり 　①現行どおり　　（ 0 ）　　②改善（ 3 ）

　③当面現状維持（ 1 ）　　④廃止（ 0 ）

○函館にとって必要な事業。今後，予算を増やすことに市民の理
解が得られるような成果報告があると望ましい。
○成果の「見える化」を通じて予算額の増につなげるべき。そうす
ることで市民がより観光への興味を持てるようになればよい。
○フィルムコミッション規約を大幅に見直して，民間企業や個人も
巻き込み，函館市民が一丸となって誘致・支援する団体にしてはど
うか。
〇成果指標を作り，フィルムコミッション自体を見直すことが必要で
あり，現行どおりの継続ではなく，見直し・改善をしていく前提での
当面現状維持とすべき。コンベンションの誘致政策と違って，映画
振興は本来文化政策である。期待する最終的な効果は同じでも，
「観光・地域振興」と「映画・映像制作支援」のどちらを前面に押し
出すかで成否が分かれる。外部の製作者から刺激を得て，国際的
に活動できる人材が養成されていくといった効果が期待できる事業
としてほしい。

外部評価委員会としての提言

改　善

〇フィルムコミッションに専門家をおき，担当職員と協働すべきと考
える。製作者側と同じ言語を話せる人がいなければ事業成果には
繋がらない。

実施方法の効率性 図られている（今後も更に改善可能） 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

コ
ス
ト
・
負
担

コストの節減度 節減できている
　負担金については，他の中核市の
状況なども勘案し，妥当な額と判断
している。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

執
行
方
法

外部委託の可能性 しづらい性質の事業
　官民挙げてロケーションの誘致・支援体制を整え
るため，平成１５年１２月に「はこだてフィルムコミッ
ション」という組織を立ち上げたものである。撮影の
許可をいただく際など，函館市観光部職員という立
場を信頼いただき，決断していただいている状況も
あることから外部委託はしずらいものと考えてい
る。

妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

〇成果指標を「見える化」して将来的には予算を増やしていけるよ
うにしてほしい。
〇予算を増額し，人材育成や発掘を進めるなど，市民参加型の事
業化を行ってほしい。

将来コスト増減見込み 現在と変わらない 妥当（ 1 ）　　妥当でない（ 3 ）

受益者負担の適正度 評価対象外

〇成果指標がないのに何を持って達成したと考えるのか。はっきり
とした成果指標を作るべきである。他都市の事例ではパブリシティ
効果（宣伝効果）を視覚化しているところもあるので参考にすべき。
○成果指標の数値等による「見える化」が必要

事業目的実現のための手段 現手段も有効だが他の手段も考えられる 妥当（ 2 ）　　妥当でない（ 2 ）

必
要
性

事業の市民ニーズ 高まっている
　テレビ等で取り上げられることによる宣伝効
果は極めて高く，北海道新幹線の開業を間
近に控え，宣伝に係る市民ニーズも高まって
いると考えている。また，映像関係者が撮影
を行う際，窓口や各種支援は必須であること
から，事業は必要であると考えている。

妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

成
果
・
有
効
性

成果の達成状況 達成している
　ロケーションの誘致により，特に間
接的な宣伝効果が高いと考えてお
り，事業を行うことによる成果は十分
達成しているものと考える。

妥当（ 0 ）　　妥当でない（ 4 ）

〇市民がどう望んでいるのかについての検証がなされていない。
これは，フィルムコミッションの活動そのものに言及すべき問題であ
るため，現時点では評価対象外とすべきであると考える。

市の関与の妥当性 社会情勢等から関与が妥当 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

所管部局の評価 外部評価

評価項目 評価内容 評価内容の説明 評価の妥当性 「妥当でない」と評価した理由

観光部コンベンション推進課
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